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1 はじめに
文字として呈示された言葉を処理する機能にはい
くつかのステップがあると考えられている．まず，
目に呈示された情報が文字や単語であるかパタンで
あるかなどを知るための視覚的な情報処理，次に文
字や単語を読むための処理（音韻変換），さらに音
を意味へ結びつける処理（意味処理）などがある．
本論文では，時間分解能に優れたMEGの手法を
用いて，ヒトの言語機能のうち，視覚領近傍におけ
る文字と単語との視覚情報処理の違い［1］と，側
頭から後側頭にかけての意味処理に伴う脳活動［2］
を調べた結果について述べる．

2 文字と単語

2,1, 実験方法

脳磁界応答を誘発する刺激（1 個のひらがな文
字，あるいはひらがな3文字からなる単語）に先だ
って予備刺激を与え，誘発刺激に対する予備刺激の
弁別結果をボタン押しで回答させた．予備刺激は，
文字刺激では2個のひらがな文字，単語刺激では2
個のカテゴリーであって，被験者はそれぞれ共通母
音の弁別と，分類分けを行う．
被験者は右手利きの男性 6 名である．2 基の 37
チャネル SQUID磁束計（岡崎国立共同研究機構生
理学研究所）を用い，後頭から後側頭にわたる領域
を左右同時に計測し，信号源を推定した．

2,2, 結果および検討

刺激呈示後，150-250msで推定された信号源の例
を図1に示す．信号源（a）は，右の後頭頭頂溝に，
（b）は左の紡錘状回に，（c）は左の後頭回の外側に
位置する．推定されたすべての信号源についてその
位置をまとめた結果が図2である．信号源は，単語
に対しては後頭から側頭にかけての左右の脳底部と
左の内側部に，文字に対しては右の外側部から脳底
部，内側部にわたる広い領域と，左の内側部に位置
した．単語刺激では内側部の活動は左に限られてい
ることがわかる．

時間分解能に優れた無侵襲脳機能計測手段であるMEG を用いて，言語に関わるヒトの脳活動，特
に「文字と単語」の視覚情報処理に関する脳活動部位の違いと，「つづりから意味へ」の情報処理にか
かわる脳活動部位を調べることを目的に 2 種類の実験を行った．その結果，単語呈示後 150 －
250ms では視覚領周辺の皮質，特に左脳底部において視覚単語に対する形態的な処理が行われ，その
後側頭連合野に単語情報が遷移し，側頭後端において単語の意味処理や音韻変換が行われると推測さ
れた．
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言語に関連した脳活動を調べる

図 2 文字刺激と単語刺激に対する信号源位置のまとめ

図 1 MR画像に重畳した推定信号源
（a）右頭頂後頭溝，（b）左紡錘状回，（c）左後頭回外側

（a） （b） （c）
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後頭葉内側部左側では，視覚単語の認知に特異的
な活動部位であるという報告［3］とそれを否定す
る報告［4］が出されており，picture namingのよう
な物体の処理においても活動が観測されている［5］．
カタカナ文字を用いたMEG研究においても，本実
験の文字刺激と同様な結果が得られている．また，
脳底部の舌状回や紡錘状回は，色や文字列，単語，
顔などに反応することが知られており［6］，下側頭
回後部や紡錘状回は日本語かな単語や英単語で左優
位に活動する［7，8］．
これらのことと併せて本実験の結果を検討する

と，視覚単語に特異的な処理に関連する可能性があ
る部位として左脳底部の活動領域が挙げられる．

3 つづりから意味へ

3,1, 実験方法

呈示された3文字のひらがなからなる名詞単語が
抽象名詞であるか具象名詞であるかを弁別させる課
題を遂行中に，名詞単語に誘発される脳磁界を計測
し，側頭あるいは後側頭における意味処理に関わる
脳活動を調べた．
被験者は右手利きの男性 5名，女性 1名である．
先の実験と同じ装置を用い，側頭から後側頭にわた
る領域を左右同時に計測し，信号源を推定した．

3,2, 結果および検討

刺激呈示後 340-530msで左半球に推定された信
号源のいくつかを被験者毎のMR像に重ねて図3に
示す．S1 では，上・下側頭溝周辺に，S2 では上側
頭溝周辺に，S3 では上側頭溝およびシルビウス裂
後端に位置した．推定されたすべての信号源につい
てその位置をまとめた結果が図4である．潜時300-
400msの信号源は，左紡錘状回付近，左上側頭溝
中部，左海馬傍回に位置した．潜時 400-600msで
は左上側頭溝中部周辺と右シルビウス列周辺に位置
した．左紡錘状回付近［1，6，8］や左上側頭溝付
近［9］は言語処理に関わる活動が多数報告されて
いる部位である．左上側頭溝後部周辺はWerniche

言語野を含む領域であり，海馬傍回は記憶に関連し
た研究［10］が報告されている．

これらのことと併せて本実験の結果を検討する
と，潜時 300-400msの活動は単語の認知や弁別に
関する処理に対応すると考えられる．ただし，この
処理の中には紡錘状回や上側頭回で行われる文字単
語認知や音韻変換なども含まれていると思われる．
潜時 400-600msの活動は単語認知後に行われる活
動，例えば，カテゴリ探索，判断などに関わると考
えられる．

4 まとめ
「文字と単語」と「つづりから意味へ」の2種類
の実験より，以下のことが推測された．
（1）潜時 150-250msでは視覚領周辺の皮質，特に
左脳底部において視覚単語に対する形態的な処理が
行われ，（2）その後の潜時 300-340msで側頭連合
野に単語情報が遷移し，側頭後端において単語の意
味処理や音韻変換が行われる．
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図 3 MR画像に重畳した推定信号源
S1，S2，S3は被験者の違いを示す．

図 4 潜時 340-530msにおける信号源位置のまとめ
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